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市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
自

慢
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。珍
し
い
信
楽
焼
の
陶
製
の
電
車
切
符
や
、

精
巧
な
造
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
食
品
玩

具
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
そ
し
て
明
治
期
の
赤
絵

の
九
谷
焼
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

７
月
27
日（
金
）～
８
月
28
日（
火
）

（
木
曜
日
は
休
館
）

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

※
観
覧
は
無
料
で
す
。

昨
年
度
か
ら
小
学
校
外
国
語
活
動
が
必
修

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
市
図
書
館
で

は
、英
語
の
絵
本
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
図
書
館
に
ど
ん
な
絵
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
活
用
法
が
あ
る
の

か
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
31
日(

金)

１
回
目
…
午
前

10
時
30
分
～
２
回
目
…
午
後
１
時
30
分
～

（
午
前
と
午
後
同
じ
内
容
で
研
修
会
を
開
催
）

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

地
域
学
習
室

●
講
師　

越こ
し
た
か高
令れ
い
こ子
さ
ん
（
ち
い
さ
い
お
う

ち
書
店
）

●
定
員　

50
人(

参
加
無
料
：
先
着
順)

※
乳
幼
児
向
け
の
お
は
な
し
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
申
し
込
み　

８
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
、
ま
た
は
中
央
図
書
館
窓
口
に

て
受
け
付
け
し
ま
す
。

８
月
５
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
「
等
々
力

巳み
よ
し吉
展
」
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
～

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
き
ぼ
う

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

征
矢
野 

久
さ
ん

※
申
し
込
み
は
、
不
要
で
す
。

「
あ
な
た
も
名
探
偵
シ
リ
ー
ズ
」
で
お
な

じ
み
の
、
杉
山
亮あ
き
らさ
ん
（
児
童
書
作
家
）
を

招
い
て
「
子
ど
も
と
も
の
が
た
り
の
い
い
関

係
」
と
題
し
、
子
ど
も
向
け
の
話
も
交
え
て

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
家
族
揃
っ
て
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
９
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

杉
山　

亮
さ
ん
（
児
童
書
作
家
）

●
対
象　

一
般
市
民

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
受
付　

７
月
30
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
中
央
図
書
館
で
、
窓
口
お
よ
び
電
話

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。電
話
の
場
合
は
、

申
し
込
み
の
日
か
ら
１
週
間
以
内
に
中
央

図
書
館
で
整
理
券
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

●
そ
の
他　

当
日
、
杉
山
亮
さ
ん
の
著
書
を

販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
終
了
後
サ

イ
ン
会
を
行
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

穂
高
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
内
中
央
図
書
館

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
、
親
子
や
友
達

と
楽
し
ん
で
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

８
月
４
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
施
設

「
ひ
ま
わ
り
」
講
義
室

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

牛
乳
パ
ッ
ク
（
２
本
分
）・
き

れ
い
な
包
装
紙
・
色
和
紙
・
色
紙
・
は
さ

み
・
定
規
・
木
工
用
ボ
ン
ド
な
ど

●
申
し
込
み　

電
話
可
、
7
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
受
付
開
始
。

明
科
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

明
科
複
合
施
設
電
気
設
備
補
償
工
事
に
よ

る
受
信
設
備
設
置
の
た
め
、
次
の
日
程
で
休

館
と
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
休
館
期
間　

８
月
13
日
（
月
）
か
ら
15
日

（
水
）
ま
で

マ
ジ
ッ
ク
を
見
て
自
分
で
も
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
仲
間
を
誘
っ
て
み
ん
な
で
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
40
分

●
内
容　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、マ
ジ
ッ
ク
に
挑
戦

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

第
1
・
２
講
義
室

●
講
師　

み
さ
と
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

●
対
象　

幼
児（
保
護
者
）・
小
学
生
・
中
学
生

●
定
員　

30
人
程
度

●
費
用　

無
料

包
装
紙
が
押
し
花
で
素
敵
な
ブ
ッ
ク
カ
バ

ー
に
変
身
し
ま
す
。
ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

８
月
25
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
き
ぼ
う

　

学
習
室

●
講
師　

津つ

る留 

芳よ
し
こ子
さ
ん

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
本
一
冊
・
ピ
ン

セ
ッ
ト
・
ハ
サ
ミ

●
申
し
込
み　

８
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時

か
ら
受
付
開
始
。
図
書
館
窓
口
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

図書館映画上映会（入場無料） 
「さよなら、アルマ～赤紙をもらった犬～」2011 年日本
●日時　10日（金）開場18：30　上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール
夏休み特別企画　映画上映会（入場無料） 

「こびと観察入門」2010 年日本
●日時　12日（日）開場10：00　上映10：30～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　15 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや
堀金図書館　●日時　22 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　1・8・15・22 日（各水曜日）
 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　18 日（土） 10：30 ～（乳幼児対象）
 11：20 ～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　17 日（金） 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　17 日（金） 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　11 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　 8 日（水） 10：30 ～（乳幼児対象）
　　21 日（火） 16：20 ～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会
　　ひまわりハーモニーホール
　　25 日（土） 11：00 ～（乳幼児以上対象）

8 月のイベント

お
す
す
め
の
一
冊

　

私
が
殺
し
た
少
女

原　
　

尞 

著

市
民
「
マ
イ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

「
等
々
力
巳
吉
展
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
き
ぼ
う

71
・
４
０
３
３ 

73
・
１
８
０
２

図
書
館
講
座

も
っ
と
気
軽
に
英
語
の
絵
本

中
央
図
書
館
（
文
化
課
図
書
館
係
）

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

図
書
館
フ
ェ
ス
タ

杉
山 

亮
講
演
会
を
開
催

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

明
科
図
書
館
ひ
ま
わ
り
講
座
③

牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ
く
る

「
カ
ラ
フ
ル
か
ご
」

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

三
郷
図
書
館

夏
休
み
お
楽
し
み
会三

郷
図
書
館

76
・
３
０
７
８ 

76
・
３
０
７
７

豊
科
図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

押
し
花
で
作
る
エ
コ
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１

あなたも名探偵シリーズ
「もしかしたら名探偵」

魏ぎ
し
き
の
い
わ
や

石
鬼
窟
（
穂
高
有
明
・
宮
城
区
）

安
曇
野
市
の
穂
高
有
明
か
ら
穂
高
柏
原
に

か
け
て
、
約
80
基
の
古
墳
の
存
在
が
知
ら
れ

て
お
り
、「
穂ほ
た
か
こ
ふ
ん
ぐ
ん

高
古
墳
群
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
で
、
魏
石
鬼
窟
は
石
室
の
形

態
や
風
聞
に
お
い
て
特
異
な
存
在
で
す
。

一
見
洞
窟
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
古
墳

は
、
江
戸
時
代
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
は
鬼
賊
八は

ち
め
ん
だ
い
お
う

面
大
王
の
居
住
窟
と

考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
窟い

わ
やの
謎

を
解
く
た
め
、
昭
和
61
年
（
一
九
八
六
）
に

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
馬
具
や
鉄て
つ
ぞ
く鏃
、
須

恵
器
破
片
が
出
土
し
、
巨
岩
を
利
用
し
た
横

穴
式
石
室
の
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
埋
葬
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
ま

だ
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
研
究
の
進

展
が
期
待
さ
れ
ま
す

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
８

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

紹介する人

土肥さゆりさん
（明科七貴）

私
立
探
偵
の
沢
崎
は
、
あ
る
朝
一
本
の
電

話
で
誘
拐
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。
誘
拐
さ
れ
た
の
は
バ
イ
オ
リ
ン
の
天
才

少
女
の
真
壁
清
香
。
身
代
金
を
運
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
沢
崎
は
、
そ
の
途
中
で
襲
わ
れ
金
を

奪
わ
れ
て
し
ま
う
。

真
壁
家
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
明

ら
か
に
な
る
中
で
、
警
察
と
沢
崎
は
や
っ
と

犯
人
に
た
ど
り
着
い
た
か
と
思
わ
れ
た
が
…

実
は
少
女
は
誘
拐
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ

た
。原

尞
の
直
木
賞
受
賞
作
で
す
。

沢
崎
の
誰
に
も
こ
び
ず
歯
に
衣
着
せ
ぬ
言

動
が
的
を
射
て
い
て
何
と
も
痛
快
で
す
。
ミ

ス
テ
リ
ー
に
登
場
す
る
探
偵
の
中
で
私
の
一

番
好
き
な
探
偵
で
す
。
特
に
最
後
の
章
で
は

想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
展
開
に
息
を
飲
み
ま

す
。
ミ
ス
テ
リ
ー
フ
ァ
ン
に
は
絶
対
お
す
す

め
で
す
。

も
と
も
と
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た

著
者
は
、作
家
と
し
て
は
寡
作
な
の
で
す
が
、

２
０
０
４
年
秋
の
「
愚
か
者
死
す
べ
し
」
以

来
新
作
が
出
て
お
ら
ず
早
く
次
作
の
沢
崎
に

会
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


